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説明内容
食農情報工学プログラム 大学院説明会
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食農情報工学プログラムの概要
食農情報工学プログラム 大学院説明会

本プログラムは，地域の環境保全を図りながら持続的食料生産
システムや地域の環境整備を行うための高度な知識と技術に
関する教育研究を行う。
具体的には，下記の項目等について，農学・工学の手法を駆使
して，海外も含めた農山村地域の発展に貢献できる人材を養
成する。
 機能的で美しい農村の創成と整備
 地域の土地利用及び水資源の効率的かつ環境保全的な利
用法

 合理的で安全な利水施設の設計・施工
 農作業システム・機械施設の最適な設計とその評価
 情報センシング技術やモデル予測を用いた農業生産システ
ムの構築

 環境負荷が少なく持続的な生物資源の生産や循環利用
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食農情報工学プログラムの教育研究の目的
食農情報工学プログラム 大学院説明会

農学と工学の手法を駆使して，海外も含めた，農山村地域の発
展に貢献し，持続的食料生産システムや地域環境整備を行う農
業環境工学分野において卓越した能力を有する，広い視野に立
つ専門家及び研究者を養成する。
この目的を達するため革新的学術研究を併せて実施する

地域環境工学
都市・農村地域における生産環
境，自然環境，生活環境の調和
を図り，また，農業者の生活環
境整備に資する農村計画，住環
境整備について教育研究を行う

生物生産工学
生産性向上と環境保全の問題を
同時に解決しうる食糧生産供給
システムの構築を目指す知識と
技術に関する教育研究を行う

教育研究分野
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地域環境工学教育研究分野
食農情報工学プログラム 大学院説明会

物質移動解析に基づく土壌
環境の保全・再生・持続的
な利用に関する研究および
工学的解析による地盤の安
定や防災に関する研究

AE法を用いた構造材料の

損傷度評価および地域資
源を有効活用した材料開
発に関する研究

中山間地域の活性化と地
域資源の持続的管理を目
的とした土地利用計画，コ
ミュニティ計画、意志決定支
援に関する研究

農地利用の変遷分析

伝統行事の継承に向けた
世代融合型ワークショップ

▼ Transmitter 
Position

地中レーダによる
浸潤過程の可視化

地中熱利用時の地温・
地下水水質変化の予測

農業副産物を活用した
環境親和型材料の開発

AE法を用いたコンク
リートの破壊挙動評価

斎藤広隆 島本由麻 中島正裕
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地域環境工学教育研究分野
食農情報工学プログラム 大学院説明会

土壌物理特性に基づく土
壌圏での環境影響物質
（水、温室効果ガス、化学
物質など）の動態把握をも
とにした健全な土壌環境
維持を目指す研究

空間情報技術を用いたマ
ルチスケールでの環境モニ
タリング手法の開発および
生態系評価に関する研究

マルチスケール地域
環境モニタリング
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生物生産工学教育研究分野
食農情報工学プログラム 大学院説明会

持続的生産のための生産
環境の計測制御技術およ
び農産物の品質評価などに
関連した研究

食の安全や食品ロス削減に
貢献するための農産物の品
質評価技術や流通環境の
最適化に関する研究

数値シミュレーションとデータ
アナリティクスを基盤技術とし
た食料生産システムの安全
性・信頼性、自動化・知能
化に関する研究

収穫後農産物の品質評価

帖佐 直 安永円理子 渡辺将央

踏圧による抑草技術

小型農業ロボット

トラクタ・ドライブ
シミュレータ

車両ダイナミクス
のモデリング

流通環境モニタリング
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食農情報工学プログラムのカリキュラム
食農情報工学プログラム 大学院説明会

農業生産・自然環境・農作業・地域生活における諸現
象の構造や機能を解明するための革新的な計測手法，
データ解析及び将来予測手法に関する高度な専門技
術を修得できるコース。人類の生存に関わる食料問題
を基軸とし，地域レベルから地球規模という各スケール
で抱える環境保全や農業・環境資源の有効活用など
の実践的課題の解決に挑むことのできる人材を養成。

修了要件：合計３０単位以上
 共通基礎・共通演習・専門科目あわせて１８単位以上
 共通基礎４単位以上
 共通演習２単位以上
 専門科目４単位以上

 論文関連科目あわせて１２単位
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食農情報工学プログラムの科目例
食農情報工学プログラム 大学院説明会

共通基礎科目４単位以上
自コースの概論１単位以上
他コースの概論１単位以上
２１世紀農学特論（１単位）

共通演習科目２単位以上
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ（１単位）

専門科目４単位以上
自コースの科目２単位以上
 地域環境工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
 生物生産工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

論文関連科目あわせて１２単位
特別研究［Ａ群（４月入学） またはＢ群（１０月入学）］：６単位
農学特別演習Ⅰ：４単位
論文レビュー特別演習Ⅰ：２単位
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食農情報工学プログラムの教育と研究
食農情報工学プログラム 大学院説明会
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修了後の進路（職種）
食農情報工学プログラム 大学院説明会

就職先（業種） 仕事の内容

大学院博士後期課程 農業環境工学分野の研究

国家公務員，
地方公務員，
独法職員

国や地方の行政，公共事業の企画・設計・
施行管理，農業技術の普及，農業者の教育，
農業技術の調査・研究

土木建設会社，
コンサルタント会社

地域計画・農業基盤整備の企画・立案，
建造物や道路の設計・施工

機械・食品製造会社 機械の研究開発，機械の設計・製造技術，
製造プロセスの管理

ソフトウェア会社 ソフトウェアの企画，プログラムの作成

ＮＰＯ・財団 非営利業務の調査，企画・運営



修了後の進路（就職先）
食農情報工学プログラム 大学院説明会

業種 就職先

公務員 農水省，経産省，国交省，文科省，東京都，千葉県，
神奈川県，埼玉県，長野県，新潟県，静岡県，横浜市

独立行政
法人

農業・食品産業技術総合研究機構，水資源機構，
土木研究所，森林研究･整備機構

土木・建設 鹿島建設，清水建設

機械・食品 クボタ，イセキ，ヤンマー，月島機械，森永乳業，味の
素ゼネラルフーヅ

建設コンサ
ルタント

日本工営，パシフィックコンサルタンツ，建設技術研究
所，ＮＴＣコンサルタンツ，内外エンジニアリング，三
祐コンサルタンツ，パスコ，構造計画研究所

ソフトウェア NTTデータ，日立ＫＥシステムズ

財団・ＮＰＯ 中央競馬会

その他 農林中央金庫



出願期間
窓口受付：２０２４年７月２４日（水）～７月２６日（金）午後３時ま
で ※受付時間は募集要項を確認すること。

郵送受付： ２０２４年７月８日（月）～７月２６日（金）午後３時必着
※出願期間後に本学に到着した場合でも2024年 7月24 日（水）以前の

日本国内発信局消印のある簡易書留の郵便に限り受理。

試験日
筆記試験：２０２４年８月２９日（木）
口述試験：２０２４年８月３０日（金）

募集人数：１０人

合格発表
２０２４年９月６日（金）午前１０時

入学手続き
２０２４年１０月入学者： ２０２５年９月２０日（金）
２０２５年 ４月入学者： ２０２５年３月１７日（月）
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入試関連の情報（概要）
食農情報工学プログラム 大学院説明会
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入試関連の情報（試験科目）
食農情報工学プログラム 大学院説明会

筆記試験 口述試験

外国語 専門科目 専門科目

外部試
験スコ
アシート
の提出

下表から３科目を解答時に選択 志望教育研究分野
についての適性，
その他。

専門科目

材料・構造力学，農業・農産機械学，
土質力学，土壌物理学，農村計画学，
水理学，かんがい排水工学，空間情報学



提出書類等 備考

入学志願票
写真票
受験票
入学検定料納付確認票

本学所定用紙を使用。
志望教育研究分野
志望する研究主指導教員
指導を希望する教員と相談

履歴書 本学所定用紙を使用

志望理由書 本学所定用紙を使用

成績証明書 出身（在学）大学等が作成したもの

卒業（見込）証明書 出身（在学）大学等が作成したもの

検定料 本学所定の入学検定料払込用紙で払込

宛名票 本学所定用紙を使用

返信用封筒 受験票返送用として住所，氏名を明記し，
郵便切手354 円を貼り付けたもの
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入試関連の情報（提出書類）
食農情報工学プログラム 大学院説明会

※詳細は，募集要項を参照。不明な点は問い合わせ



先進学際科学府（設置構想中）の紹介

大学院連合農学研究科
学生支援の紹介（FL-SPRING、FL-Boost）
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その他
食農情報工学プログラム 大学院説明会

../../../#AIS/
../../../#AIS/


質疑応答
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食農情報工学プログラム 大学院説明会

農学府農学専攻食農情報工学コース http://web.tuat.ac.jp/~ageng/index.html


